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〈研 究 ノ ー ト〉

ネ ッ トワー クか らみ た物流体系

中 田 信 哉

「物流 ネ ッ トワーク」

「物流 ネッ トワ.__.ク」 と い う概 念 は は な は だ曖 昧 な ものである。その理 由は

二つあ ると考え られ る。 その ひとつ は多 くの論者が これまで 「物流 ネ ッ トワー

ク」 という書葉 を 般 名詞的 に使 って きた ということである。 明確 な定義 をせ

ず,ま たa確 認 をせ ず,「 物 流拠 点 の 配 置 」 とか 「物 流 にお ける商品の物理 的

な流れのルー ト」 とか 「情報の流 れで物流 を示 した もの」 とか 「物流全体の構

造や体系 を別の言葉で言 い換 える場合」 とか 「物流 を構成する多 くの活動 を総

合化 した場合」 とか,い ろい ろ な場 合 にその こ と を物 流 ネ ッ トワー クとい う言

葉で 言って しまうのである。

そ うい うように使 われて くると物流 ネッ トワー クというG=iの もつ意 味 は 多

様 化 し,曖 昧 化 し,不 透 明 にな り,あ らため て 定義 した り,意 味 を明確 化 す る

こ とな く,普 段 に使 われ て しま う 言葉 とな って しまう。そ うなる と物流 ネッ ト

ワー クとい う言葉はテ クニ カル ・タームではな く,般 名 詞 とな り,軽 い気持

ち で物 流 を論 説 ・論 述 す る場合 に使 われ る とい うこ とにな って しま うのであ

る。 したが って,権 威 あ る物 流 辞 典(事 典)に お いて も物 流 ネ ッ トワー ク とい

う言葉は項 目として入って こないこととなる。ω

もうひ とつ の理 由 は ア メ リカにお け る物 流 論(フ ィ ジ カ ル ・デ ィ ス トリ

ビュー シ ョンあ るいはデ ィス トリビュー シ ョン)や ロ ジ ステ ィクス 論 に お いて

物 流 ネ ッ トワー クあるいは ロジステ ィクス ・ネッ トワーク とい う概 念が 明確 に

なっていない,あ る い は理論 と して取 り上.げられ て い ない,と い う こ とで あ ろ

う と考 え られ る。
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[本 にお け る物 流 理 論や ロ ジス テ ィクス理論はア メリカか ら持 ち込 まれた も

のであ り,ア メ リカ に お け る学 者 や コ ンサ ル タン トの論 文や 著作がベ ー ス と

なってい る。その アメ リカにおいて物流 ネ ッ トワー クあるい は ロジステ ィク

ス ・ネッ トワーク とい う概念や 言葉 はほとん ど使われてお らず,存 在 しない よ

うな感 じで あ る。{z)

つ ま り,日 本 で使 わ れ て い る物 流 ネ ッ トワー クとい う言葉 は運輸省の 「物流

ネ ッ トワークシテ ィー構想」 な どとい うもの を除けば 「物流体系」 とか 「物流

構造 」 とか 「物流 システム」 とい った ことの 言い換 えに過 ぎない ようなものな

のである。体系や構造や システムが本来の意味か らはずれて経済や経営や商業

においてははなはだ曖昧 な概念であ る以i'ネ ッ トワー ク も物 流 にお い て は曖

昧 な ものなのであ る。

「体 系 とネ ッ トワーク」

しか しなが ら,私 はす で に20年 以1前 か ら物 流 ネ ッ トワー ク とい う概念 の

明確化 とその具体的 な構造 を明確化 させたい と考え,そ の 試 み に取 り組 んで い

る。 その 機制にお いては物流の構 造を示す ものが存在 してい ない と考 えたか ら

である。構 造は体系であ りfシ ステ ムで あ るが,こ れ まで物 流の 構 造 は論 者 に

よ って個 々バ ラバ ラな形で示 されていた。それで も物流 の構造 を言 っている場

合 はともか く,物 流 全体 につ い て 論 じなが らそ の全体 的構造 につ いて はふれて

いないケース も多かった と思 われ る。

その ような状況 となった理 由は もともとの物流 とい う概念及び言葉の成 り立

ちに関係 がある と思 われ る。 日本 においての物流 という言葉 と概 念の成立はア

メリカにおけるフ ィジカル ・デ ィス トリビュー シ ョンとい う言葉 の翻訳か ら生

まれた ものであるが,そ れ は言 葉 の 成 立 だ け に関係 す るものであ り,概 念 につ

い て は独 自の 考 え方 に基 づ くもので ある。その きっか け となるのが イ ンテ グ

レー ションであ り,シ ス テム で あ る。 イ ンテ グ レ._..ショ ンは統合 で あ り,シ ス

テ ム は 自然科 学 にお け るす で に存在す るものの構造 を示す 「系」ではな く,シ

ステ ム工 学 にお け る 「積 みLげ 」 の 考 え方 で あ った0(31
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つ ま り,物 流 とい う経 済 あ るい は経 営 の機能 は多 くの活動(輸 送,保 管 ,荷

役,在 庫 管 理 包装,な ど)と い った もの を統 合 化 す る とい う思想 をベー スに

したもので ある,と い う考 え方 で あ る。 したが って,物 流 は個 々の活 動 の効 率

化 で あ り,近 代 化 で あ り,能 力 拡 大 で あ っ て,そ の 結果 の 改 善 され た各 活動 を

い か に統合化 し,合 目的 化(効 率 化 とか環 境 対応 とか戦 略 対 応 とか地域 対応 な

ど)し て い くか で あ り,そ の4体 像 は結 果 で あ る に過 ぎ な い とい うことにな

る。

したが って,日 本 にお け る物 流 概 念 は統 合 とい うことがその基本 にあったの

であ ろう。 しか し,そ うい う こ とな ら物 流 の体系 とい うものは論 者によって異

なることとな り,と い う統 一化 され た物 流 体 系 の イメー ジは存在 しない ことと

なる。 そ うであ ってはな らない,と い う こ とか ら私 は物 流体 系 を示す もの とし

て 「物流 ネ ッ トワー ク」 とい うもの を提唱 したのである。(中 田1976)

そ れ は20年 以L前 に 発 表 し,そ の 体 系 の 明確 化 を 試 み て きた。その結 果,

物 流 ネ ッ トワー ク とい うの は 次 の 二つの もの に よって成-..ｺ1.する と した の で あ

るQ(中HJ1990)

(D物 流 チ ャネ ル(流 れ の段 階 垂 直的 構 造)

(2)物 流 ロケ.___ション(面 的 な拠 点 配 置で あ り,広 が り一 ・水平 的構 造)

この 二つ の もの を組 み 合 わせ た結果 と しての構造 を物流体系 と考 え,そ れ を

物 流 ネ ッ トワー ク と呼 ぶ こ ととした。ただ し,こ れ はマ クロ と ミクロで は若{二

意 味 が異 な る。 したが って,物 流 ネ ッ トワー ク とロ ジス テ ィクス ・ネッ トワー

クで は概念 自体 が異 なることとなるのか もしれ ない。 この ことについては別の

機会で述べ てい る。(A)

で は この物 流 ネ ッ トワー ク とい う概 念は物流独 自の考 え方に基づいて導 き出

されたか という とそ うで はない。そ こには 「ネ ッ トワ,.._..ク理 論」 と 「交 通論 」

の 考 え方 が 存 在 している。 この小論では ネッ トワー ク理論 と交通論 における交

通 ネ ッ トワークにつ いて述べ,物 流 ネ ッ トワ._._クとい う概 念 の よ り明確 化 を図

る こ と を意図す る。
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「ネ ッ トワーク理論 との関係 」

ネッ トワークの本 来の意味は三省堂の 「DailyConciseEnglishDictionary」

の 「network」 で は 「網 細 工,網 状 組 織 放 送 網 」 で あ り,日 本 語 の ネ ッ ト

ワー ク は 「三 省堂 国語辞典」では 「1.網細 工2.網 の 目の よ うに作 った組 織 ・

系 列(特 に放 送 網)」 とあ る。

そ して,経 済学,経 営 学,マ ー ケ テ ィ ングな どの 社 会科 学 分野で はこの網状

組織 をある 目的に基づいて作 り上げてい くことをネ ッ トワーキ ングと呼ぶので

あ る。

「ネッ トワー ク」 ない しは 「ネッ トワーキ ング」 は広狭 さまざまに,ま

た と きと して 論理 的意 味 よ りも情緒 的効果 を重視 して用い られて きている

と述べる林紘 一一郎 は経済学 ・経営学に絞 って ネ ッ トワ..._.,.クに は三つ の方 法論 が

あ る,と 述 べ て い る。(林1989)

第一一の 方法 論 は 「組 織 論 また は経営学 で論 じられる問題で,ネ ッ トワ ー クの

形 成 を 主 と して 企 業 ない しは企業 グループ に着 目 して捉 え ようとす る」 と し

て,企 業組 織 は 「硬 直 的,階 層 的 な もの か ら,柔 軟 な ネ ッ トワー ク的 な もの に

変化 す ることが求め られつつある」 とい うことか ら企業組織 な どが環境変化 に

合わせて変わってい くものであ り,そ の た めの 対 応 で あ る,と す る。

第 二の 方法 論 は 「主 と して産業組織論や内部組織 の経済学 として論 じられて

い るもので ある」 として,「 ネ ッ トワー ク型 の組 織 の 形 成 によって相互の情 報

交換 に よるイノベ ー ション(在 庫 ゼ ロの 流 通 シス テム,新 市場 の 開発,異 分 野

へ の参 入 な ど)を 期待 しよ う とす る動 きが 生 じる」 とい うものである。 第一の

方法論が 「実体」 であ るのに対 して第二の方法論 は 「関係」 として見るもの だ

とい う。 ここでは今井賢…の 「ネ ッ トワー クとは,抽 象 的 に は,あ る 『関係 』

の 下 にあ る程 度 まで継続 的に 『連結』 されている 『諸単位』の統一体 として定

義 される。そ うす る とsま ず 第一 にそ の連 結 され る 『単位』の レベルを どこに

設定す るかが問題 となる。つ まり,個 々の 人間の つ なが りと考 える のか,そ れ

と も個 人 の集 団 ない し組織 を単位 としてその連結 を考 えるのか とい う問題であ
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る」 とい う見解 を引用 してい る。(今 井1986)

第=モの方 法 論 は 「市場 機構 が機 能 す る分野 に対 してそれが失敗 する分野 を対

置 し,主 と して 後者 の 指 導 原理 の… つ と してネ ッ トワークを捉 える考 え方であ

る」 と し,ネ ッ トワー ク型 消 費 を取 り ヒげ,従 来 の 「市 場 」 と 「ネ ッ トワ ー

ク」 を接近す るもの として扱 うのだ,と す る。 つ ま り,旧 来の 市場 にお け る失

敗 に 対 して その 市場の枠外 にあった 「ネッ トワー ク型消費」 を持 ち込む とい う

ものであろうか。

この ような解釈 に基づ いて林 はネッ トワー クについて次の ような定義 を下 し

ている。

「ネ ッ トワー ク」 とは 『ヒ ト,モ ノ,エ ネルギ ー または情 報 を運 ぶ た め

に形成 され,階 層構 造 を持 ち,場 所 の 制約 を伴 う物 理 的媒 体 』 をい う 一

こ うい う考え方か らい うな らネッ トワー クには主体が存在 し,目 的 が あ り,

そ こ に媒体 とな る ものが あ り,階 層 が で き上 が って い る構 造 体 をい うものだ と

理解 され よう。

これ を更 に明確 に した 考 え方が 辻正 次 と西脇 隆 に よ って示 され て い る。

(辻 ・西脇1996)こ れ に よる と ネ ッ トワー クは 次 の ように説明 されて いる。

ネ ッ トワー クとは,数 学 的 に定 義 す れ ば ノー ド(結 節 点)と ア ー ク(孤 また は

辺)の 集 合 で あ る,と して 「ネ ッ トワー ク とは,経 済 ・社 会全 体 と して の ノー

ドと ヒ ト ・モ ノ ・カネ ・情報 の交流の導管 としてのアー クの集合であ る」 とす

る。

ここで の ノー ドに は個 人,家 庭,地 域 コ ミュ ニ テ ィ,組 織,企 業,企 業 グ

ル ー プ,地 方 自治 体,政 府,国 な どの ほ か にEUやAPECの よ うな もの もL

げ て い る。 ア ー クにつ い て は経 済主体 間の情報交流のため の電話回線,家 庭 へ

のエ ネ ルギ ー供 給 の た めの 配電線や ガス管,企 業 間の デ ー タ交流 の ため の デ ー

タ通信回線,あ るい は物 流 や 人流 の ため の 道路,鉄 道,海 路e航 空 路 が あ る,

と して,こ の ノー ドとア ー クの 集 合 体 と して の ネ ッ トワー ク と しては,電 話

網,デ ー タ通 信 網,放 送 網 な どの情 報 通信 網,配 電線 網 や ガ ス管 網 な どの エ ネ

ル ギー網,道 路 網,海 路 網,お よび航 空 な どの 交 通網 が あ る,と す る。
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ここにはマ クロの視点 と ミクロの視点があ る,と い うがそ こに 「卸 売 業 や小

売 業 か らなる物流網 は メー カー と消 費者 ・家庭 を結 ぶ ネ ッ トワー クと もいえ

る」 とい う記述がある。

ここに物流 とい う言葉が出て くるが どうもこれは流通論,物 流 論 で い う意 味

とや や ニ ュア ンスを異 に している ようである。 しか し,そ の ア プ ロー チ は ネ ッ

トワー ク と物流構 造の関係 を示す もの として ヒン トとなる。それは交通 と物流

の関係であ ろう。

「交通の ネ ッ トワーク」

交通論 あるいは交通分野においては以前 よ りネッ トワー ク概 念 を取 り入れて

い る。 交通網 とい う言葉は一般化 している。では交通 におけるネ ッ トワー クは

どうい う概念であろ うか。

岩沢孝雄 は交通サー ビス(商 品)の 特 性 の ひ とつ と して 「ネ ッ トワー クとし

ての交通サー ビス」 を取 りrげ て い る。(岩 沢1989)

彼 は ネ ッ トワー クには基 本 的 に二 つの タイプが想定で きる,と 言 い,そ れ は

「あ る一・点 か ら枝 わ か れ した樹 形状 の ネ ッ トワー クで あ り(ツ リー と呼 び,

ネ ッ トワー ク と区 別 す る こ とが あ る),そ の 頂 点 か ら下 方 に向 け て放 射 状 の構

造 を持 って いる もの,他 の ひ とつ は特 定 の 頂 点 を持 た ず,ま さ に網 状 ネ ッ ト

ワー クであ る。 また,前 者が 階 層 的 な構 造 をなす の に対 して,後 者 は平面 的 な

構 造 で あ る」 とす る。

石井晴夫 は交通 という ものを現象 ととらえた場合 にネ ッ トワー クという もの

があ ると して,経 済 学 的 に定義 す る とおお むね 「広義の交通 ネ ッ トワーク と狭

義の ネ ッ トワ._._クとに 区分 で きるで あ ろ う」 とい う。(石 井1995)

それ は広 義 の 交通 ネ ッ トワー クが 「多様 なサー ビス供給手段 を有す る各種 交

通 システム集合体か ら形成 され,同 質性 と異 質性 を併 せ もつ きわめて幅の広 い

ダイナ ミックな交通の組織体 で あ る」 の に対 して狭義 の交通 ネ ッ トワー クは

「鉄道 とか航空,あ るい は道 路 な どが1つ の 自立 した個 体 の繋 が りと しての組

織体 をつ くり,そ れ ぞ れが独 自の交 通 機 関 あ るいは交通 イ ンフラ として機能 し



ネ ッ トワー クか らみた物流 体系205

てい る状況」 をい う。

この ように交通の分野ではネ ッ トワーク とい うもの を基本 とした構造体 を想

定 している。それは図一1で 示 され る よ うに ノー ド(結 節 点)と リ ンク(連 鎖

線 〉 に よって成 り吃って お り,そ の活 動 主体 と して ラ イ ン(あ るい は モー ド機

関)が 存 在 す る構 造 体 で あ る。

例 え ば,人 の 交通 に よる移 動 の場 合,自 宅,自 転 車駐 輪 場,電 車 の 駅,バ ス

停 留 所,会 社 が ノー ドとな り,こ の 人 は 自宅 を出 て 自転 車で電 車の駅 に行 き,

そ こか ら電 車 に よ って 移 動 し,降 りた駅 の 最 寄 りの バ ス の 停 留 所 でバ スに乗

り,会 社 の近 くの バ ス停 留所 で 降 りて会社 に行 くとい う形 をとる,こ の移 動 の

ため の 手段 や ノー ドの管理主体が ライ ンあるいはモー ドとなる。その移動線が

リンクである。それを総合化 した ものが交通体系 とな り,交 通 ネ ッ トワー ク と

な るの で あ る。

図 一一1交 通 に おけ るノー ドとリンク によ るネ ッ トワー ク

自転

車

電車 雛

○ ノー ド
ー 家

,駅,バ ス停,徒 歩,電 車,バ ス な どの施 設 ・機 関 が ラ イ ン(モ ー ド)で あ る。

=リ ンク

交通体系 とい うものを示す場 合にはこの交通 ネッ トワー クがその構造 として

rげ られ るの が 普通 で あ る。 この場合,そ の 主体 とな る ものが は っ き りしてお

り,そ れ は移 動 の 主体 とな る 人 旅 客 で ある一一 がそ うであ る。 したが っ

て,主 体 が 明確 とな り,そ の 移 動 の手段 とな る交通 機 関 や交通施設は客体 とな

る。 この明確性が交通 ネ ッ トワー クの認識 に寄与 してい ると思 われ る。(5)

この よ うな人 の移 動 の 可能 性 を輸 送機関においてその ノー ドとリンクを結び

つ けた ものが交通 ネ ッ トワー ク図 となる。図一2の 例 で あ る。
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図一2交 通 ネ ッ トワーク図(地 下鉄 の例)
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「物流 における主体」

しか し,物 流 に お いて は そ うで はな い。 考えてみ ると物流 も交通の 一一環 とし

てみ ることは可能である。なぜ な ら,物 流 は貨物 の場 所 的移 動 で あ る と見るこ

とが可能であ り,人 の場所 的移 動 と合 わ さって交 通が成 り立 っているのか らで

ある。交通か ら言 うな ら人 と貨物の場所的移動がそれであって主体 は 「人(旅

客)で あ り物(貨 物)」 な の で あ る。 主体 が は っ き りしているか ら交通体系 と

して交通 ネッ トワー クの提 示がで きる。 しか し,物 流 にお いて は この 主体 が 明

確 に なってない。(6)

なぜ か とい うこ とにつ い て言 うな ら物流 とい う概念 は ミクロで言 うな ら経営

管理その ものであ るか らであろ う。 ロジステ ィクスとなるとなお さらであ る。

経営管理であるの ならその主体 は企業 とな らざるを得 ない。商品が主体である

べ きだ,と い うの は交通 論 的,あ る いは流 通 論 的考 え方 で あ り,そ れ はマ ク ロ
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の視点であ って ミクロ となる と企業(経 営)が 主体 とな りr物(商 品,貨 物)

はそ の媒 介 とな る もの で あ る とい うことになろ う。

つ ま り,物 流 論 あ る い は ロ ジス テ ィク ス にお いては 主体(当 事 者)と 客 体

(媒 介)と 手段(機 関)が 考 え られ,次 の よ うな もの が そ れ に 当て は まる。

主体 企業(製 造 業,流 通 業),運 輸 企業,行 政(国,地 方 公 共団 体)

客 体一一一一 商 品,貨 物,そ の他

手段 一 輸 送機 関,物 流 施 設,社 会資 本(港 湾,空 港,道 路,な ど)

こ こで問 題 とな りそ うなの は客体(媒 介 〉 で あ る。客 体 と して は 商品や貨物

を取 り ヒげ たがその他 とい うこ とを加 えた。それ は物流 にお いて媒介 となるも

のは商品や貨物 だけではない,と い う認 識 が あ るか らで あ る。

サ プ ラ イ ・チ ェー ンは物流 とはい ささか概 念が異 なるが 日本物流学 会 第17

回全 国 大 会 にお いて専 修 大 学 大学 院の秋川卓也が 「サ プラ イ ・チ ェー ンにお け

る ネッ トワー ク構造 の整理」 とい う報告 をお こな って い るがそ の中でサ プ ラ

イ ・チ ェー ンを 「企業間 ネ ッ トワー ク」 と位置づ け,「 そ の 企 業 ネ ッ トワー ク

を活動 層,人 的 層,資 源 層 とい う3つ の次 元 で 表す 」 と して い る。

これ は,バ カ ン ソ ンと スネ ホ タとい う人 たちの研究か ら持 って きた もの と思

われ るがそ れは 「ビジネス ・ネ ッ トワー ク」 の研 究 で あ る。(Hakansson&

Snehota1995?

また,こ こで はサ プ ラ イ ・チ ェー ン ・ネッ トワ._._クとい う ものの構 造 を言 っ

て い るの でな く,サ プ ラ イ ・チ ェ ー ンを ネ ッ トワー ク構 造 によって分析す るこ

とを 目的 と しているのであ るか ら物流 ネッ トワー クとは同一・には論ずる ことが

で きないだろう。 しか し,ネ ッ トワー クを示 す の に い くつ かの表現 手段があ る

ことの参 考には なる。物流 ネッ トワー クについて も過去 に物流の構造 を示す場

合,活 動 の ネ ッ トワー クや情 報 の ネ ッ トワー クに よって示 していた ケースは多

い 。 〔η

物流 ネ ッ トワークとい う言葉 をこれ まで一般的 な意味 で使 っていたの はこう

い う事があったか らであろ う。つ ま り,物 流 を ネ ッ トワー ク構 造 と して 考える

とい うことだったわけであ る。そ うなるとその構 造は何 によって表 され るか と
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い うこ とについては論者 に よって異なって くるのであ り,物 流 ネ ッ トワー ク と

い う明 らか な る もの は存 在 してい なか った とい うことが 言える。物流 ネ ッ ト

ワー ク とい う抽象的 な ものが存 在 してい る として,そ れ を何 か を媒 介 して 説

明,分 析 す る とい うわけ で あ る。

とはいって も複数の 異なった物流体系 を比較 した り,分 析 す る場 合,具 体 的

な物 流体 系 で あ る とこ ろの物流 ネッ トワー クが抽象概念でな く,具 体 的 な もの

と して提示 されて い る必 要があるだろうUそ れ を 「物 流 チ ャ ネル」 と 「物 流拠

点(施 設)の1ロ ケ ー シ ョン」 で示 そ う とい うのが私の提案である。

それは主体 を何 にするか とい うことか らまず 考え られる ものである。本来,

物 流 にお い ては 商 品(物)が 主体 とな るべ きで あ る。経 営 資源や活動手段が 主

体 となるものでは ない。そ うい う意味で主体が 「人あるいは物」 となる交通論

における 「ノー ドとリンクの結合」 を もってネ ッ トワー クとす る考え方か ら物

流 ネ ッ トワー クを考 えるとい うのはひ とつの方法か と思 われ る。 しか し,交 通

ネ ッ トワー クは二次 元(平 面)で あ る。(8、

しか し,物 流 をひ とつ の経 営 機 能 と考 えた場合,そ の 主体 は企業 で なけ れ ば

な らない。その場 合には商品がその媒 介 となるべ きであ る。つ まり,物 流 ネッ

トワー クあ るい は ロ ジ ステ ィクス ・ネッ トワー クとい うものについては主体 を

企業 と考 え,企 業 戦 略 に基 づ い て 配 置 され る物流拠 点,物 流 チ ャネル を商 品 を

媒 介 と して結びつ けた ネ ッ トワー ク構造 を言 うと考えるのである。交通 ネッ ト

ワー クと違 って この場合 は個別の企業の戦略が背 景 とな り,商 品 の流 れ を コ ン

トロー ルす る ため拠点 を ノー ドとし,そ れ を結 びつ け る選択 され た輸 送 システ

ム をリンクとす るのである。その結果 と して 「物流チ ャネル」 と 「物流拠点 の

ロケー ション」 を結 びつ けた物流 ネッ トワー クとい うものが導 きだ されるので

あ る。

不思議 なこ とにそれが ロジステ ィクス ・ネ ッ トワー クに して も先進研究の行

われているア メリカにおいて もロジステ ィクス ・ネ ッ トワークとい う具体 的な

ものを取 り上げる研究 はほとん ど見ることがで きない。 これについてはまた別

の機会 に述べ る事 とする。(9)
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注

(1)た とえば}現 在 もっ とも権威 が あ る と考え られ てい る(社)日 本 ロ ジステ ィクス

システム協 会監修 「基 本 ロジ ステ ィクス用語 辞典」(自 桃 書房1997)に も物 流 ネ ッ

トワー クあ る い は ロ ジステ ィク スネ ッ トワー ク とい う 言葉 は 出 て い な い。他 の 辞

典,事 典で も同様 であ る。 ただ,現 在 よ く普及 してい る と考 え られ る 「物流 が わか

る 事典」(lI本 実 業出版 社1996)に だ けは物流 ネ ッ トワー ク とい うi--iが 取 り上 げ

られて い るが これ は中 田の編 著に よる ものであ る。

(2)こ の件 に関 して は現 在,中 田 は1960年 代 か ら現 在 に いた る欧 米の ロ ジス テ ィク

スの研 究 文献 にあ た って 調べ て い る最 中で あ るC,こ れ まで の とこ ろ ロ ジ ステ ィク

ス ・ネ ッ トワー ク とい う概 念 を理 論 的に述べ た ものは 見つ かって い ないが この研 究

につ い ては別の機 会に発 表 したい と思 って い る。

(3)当 時の 事情 につ いては 中田 「『物 的流通 』 なる 言葉の誕生 時の 事情 」(神 奈 川大学

経 済学 会 『商経 論叢』 第20巻 第2号1985)に くわ し く述 べ てい る、,また,通 商産

業 省の 「流通 システ ム化 行政 」の展 開 の きっかけ とな る巌 業構 造審議 会流 通部 会の

中 間答 申におい て もこの よ うな形 で説 明が されて いる。 これ も中 川 「流通 システ ム

化 政 策 のゆ くえ」(神 奈 川 大学 経 済学 会 『商 経 論 争』 第33巻 第3号1998)で 述 べ

てい る、,

㈲ これ につ いて は中田 『ロ ジステ ィクス と物流 』お よび 『体 系管 理 としての ロジ ス

テ ィ クス』(中 田 「物 流 政 策 と物 流 拠 点 」 白桃 書 房1998)に お い て物 流 とロ ジ ス

テ ィク スの概 念Lに 違い につ いて述べ て いる。 そ こでは ロ ジステ ィク スとい う概 念

はマ ネ ジメ ン トLの もの であ り}マ クロの視点 にお いて は現 在の ところ ロジ ステ ィ

クス とい う概念 は適 合 しない とい う ことを 言ってい るz,

㈲ 通 常,交 通 ネ ッ トワー クとい う言葉は運 輸企 業の もの を 言うの では な く}マ ク ロ

の視 点でC1う 総 合的 な交通網 を言 う。 したが って,交 通 ネ ッ トワー クは経 営Lの 概

念 では ない。 したが って,そ の}三体 は企 業では な く,旅 客で あ り貨物 なので あ る。

(6)・ 方,物 流 にお いては国 内(あ るい は全 世界〉 を網羅 した物 流 を示す もの 物

流 ネ ッ トワー クー 一は考 えづ らい。 物流 ネ ッ トワー クはその セ体が 企業 となる。 そ

うで ない と交通 ネ ッ トワー クの うちの貨物 の輸 送部 分 だけ と同 じ意 味 とな って しま

う。

(7)た とえば,一 時 期,物 流の 体系 を示す の に よ く使 われ た 「オー ダーエ ン トリー ・

シス テム」が あ るが これは企 業の物 流の体 系 を 「情報 の流 れ!に よって図示 した も

のであ る

(8)セ 体 を企 業 に とる とそ こに は 企業 の経 営戦 略 や マー ケテ ィ ン グ戦 略 が 入 って く

る。 その 戦略 の違 い によって物 流 ネ ッ トワー クは変 わ って くるわけ だがそ の戦略 の

違 い を入 れ なけれ ば物 流 ネ ッ トワー ク とい う企業の経営 のあ る機 能の構 造 を示す も
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の とは 言え ないだ ろ う。

(9)中 田は現 在,物 流 ・ロ ジステ ィクスの専 門誌 で あ る 「流通 設 計」(現 在 「Qジ ス

テ ィクス ・ジ ャー ナ ル」 と改称)(輸 送経 済 新 聞社)に 『ロ ジス テ ィクス ・ネ ッ ト

ワー ク論』 とい う連 載 を行 ってい る。 これは完結 した時 に本 に してll}版 す る ア定で

あ るが,そ こで は物 流 の実態 か ら物 流 ネ ッ トワー クあ るいは ロ ジステ ィクス ・不 ッ

トワー クの構 造 分析 をす る もので あ り,そ の補 完 と して この砺究 ノー トを書 い た。

したが って,独1/_し た もの と して この研 究 ノー トを見 る と不完 全 さが か な り存在 し

て いる。
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